
●主な動きをお知らせします
● ２月 ３ 日

● ２月14日

● ２月15日

● ２月22日

● ３月 １ 日

● ３月 ３ 日

● ３月 ４ 日

● ３月 ７ 日

● ３月 ９ 日

● ３月10日

● ３月11日

● ３月14日

● ３月15日

● ３月24日

議会運営委員会

福祉環境常任委員会

議会運営委員会

本会議（定例会）第１日

各常任委員会

本会議（定例会）第２日

本会議（定例会）第３日

本会議（定例会）第４日、議会運営委員会

本会議（定例会）第５日

本会議（定例会）第６日、議会運営委員会

総務教育常任委員会

福祉環境常任委員会

建設経済常任委員会

本会議（定例会）第７日

● ５月17日㈫

● ５月18日㈬

● ５月19日㈭

● ５月24日㈫

全議案上程（質疑・委員会付託）

一般質問

一般質問

各常任委員会

委員会審査報告（質疑、討論、採決）

追加議案上程（即決）
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※本会議と委員会は、いずれも午前９時30分に開会する予定です。会議の日程等は変更されることがあります。詳

　しくは、ホームページをご覧いただくか、議会事務局（☎４２７－９３０３）へお問い合わせください。

※手話通訳・要約筆記が必要な場合は、本会議開催日の概ね７日前までにご連絡ください。
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議会だよりかこがわ 220 号
（令和 4 年 5 月 1 日発行）

14

●次回定例会のお知らせ 開催予定　５/17～５/24

議会は、ご自宅でもご覧いただけます議会は、ご自宅でもご覧いただけます
 生中継

○テレビで・・・BAN-BANテレビ12チャンネルでご覧ください。

　　　　　　　　議会中継は、定例会の代表質問と一般質問のみです。

　　　　　　　　※視聴するにはチャンネルサーチが必要な場合があります。

　　　　　　　　　詳しくは、BAN-BANテレビ（7０１２０－８６－２７５４）へお問い合わせください。

○インターネットで・・・市議会ホームページ「映像配信」の「ライブ

　　　　　　　　　　　　中継を見る」からご覧ください。

 録画配信

○インターネットで・・・市議会ホームページ「映像配信」からご覧

　　　　　　　　　　　　ください。

　　　　　　　　　　　　令和３年第２回定例会以降の模様を録画

　　　　　　　　　　　　配信しています。

※スマートフォンなどでも

　ご覧いただけ

　ます。下のＱＲ

　コードからア

　クセスできま

　す。　　　

P2

P3

P4

P5

P6

P7～8

P9～12

P13

P14

KAKOGAWA CITY COUNCIL・ NEWS ＆ REPORTS

●３月定例会の概要、審議の結果

●審議の結果

●常任委員会審査概要

● 令和４年度予算審査

●令和４年度一般会計予算会派態度表明

●代表質問

●一般質問

●一般質問、閉会中の常任委員会活動、豆知識

● 議会の主な動き、次回定例会のお知らせ

加古川市議会事務局編集
発行

No.220

令和4
年5月１

日発行

「未来へ向かってレッツゴー！！」浜の宮幼稚園（４歳児・５歳児合同制作）

　暖かな春の陽気の中、子どもたちはこれから始まる新しい生活にワクワクドキドキ胸を躍らせています。幼稚園の

花もきれいに咲き、うさぎもみんなの門出をお祝いしています。

　年長組になるみんな、小学生になるみんな！新しい環境でも力いっぱい頑張ってね！

点字議会だよりを発行しています

3月定
例会

　議会だよりの内容を一部抜粋し、点訳し

たものを発行しています。

　点字議会だよりは、議会事務局、障がい

者支援課、中央図書館、加古川市社会福祉

協議会に設置しておりますので、お読みに

なる際は、各施設の職員までお声がけくだ

さい。　　

※議会だよりはデジタルブックでも
　お読みいただけます。

加古川市議会公式

フェイスブック
（Facebook） 

市議会ホームページ

加古川市デジタル本棚

検索

加古川市議会

検索

デジタル本棚

加古川市議会映像

検索

市議会映像配信
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区分 条例 単行 合計

市長提出

議員提出

合計

10

－

10

予算

24

－

24

専決

2

－

2

6

－

6

契約

4

－

4

人事

2

－

2

決議

－

1

1

48

1

49

◇議案件数一覧◇

●3月定例会審議の結果

※原則として議長は議案の採決に加わらない。

◆会派略称及び所属議員 令和4年3月24日現在

大野恭平・織田正樹・藤原繁樹

西村雅文・松本裕之・玉川英樹

木谷万里（議長）

山本賢吾・中村亮太・森田俊和

原田幸廣・井上隆司・神吉耕藏

岡田妙子・桃井祥子・白石信一

小林直樹・相良大悟

井上恭子・谷　真康・稲次　誠

山本一郎・渡辺征爾・村上孝義

※会派に属さない議員

　立花俊治・鍔木良子・柘植厚人

　落合　誠

志政加古川（志） 創政会（創） 公明党議員団（公） かこがわ市民クラブ（市） 無会派（無）

■ 市長提出議案

番　号 件　　　　　名 結果 志 創 公 市 無

※○は賛成、×は反対。

●3月定例会審議の結果
※○は賛成、×は反対。

議案１号

議案２号

議案３号

議案４号

議案５号

議案６号

議案７号

議案８号

議案９号

議案10号

議案11号

議案12号

議案13号

議案14号

議案15号

議案16号

議案17号

議案18号

議案19号

議案20号

議案21号

議案22号

議案23号

議案24号

議案25号

議案26号

議案27号

議案28号

議案29号

議案30号

議案31号

議案32号

議案33号

議案34号

議案35号

議案36号

議案37号

議案38号

議案39号

議案40号

議案41号

議案42号

議案43号

議案44号

議案45号

議案46号

議案47号

議案48号

専決処分の承認を求めること（令和３年度加古川市一般会計補正予算（第９回））

専決処分の承認を求めること（令和３年度加古川市一般会計補正予算（第10回））

令和３年度加古川市一般会計補正予算（第11回）

令和３年度加古川市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）

令和３年度加古川市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３回）

令和３年度加古川市介護保険事業特別会計補正予算（第３回）

令和３年度加古川市夜間休日応急診療事業特別会計補正予算（第２回）

令和３年度加古川市歯科保健センター事業特別会計補正予算（第２回）

令和３年度加古川市病院事業債管理事業特別会計補正予算（第１回）

令和３年度加古川市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第２回）

令和３年度加古川市財産区特別会計補正予算（第２回）

令和３年度加古川市水道事業会計補正予算（第２回）

令和３年度加古川市下水道事業会計補正予算（第２回）

令和４年度加古川市一般会計予算

令和４年度加古川市国民健康保険事業特別会計予算

令和４年度加古川市後期高齢者医療事業特別会計予算

令和４年度加古川市介護保険事業特別会計予算

令和４年度加古川市公園墓地造成事業特別会計予算

令和４年度加古川市夜間休日応急診療事業特別会計予算

令和４年度加古川市歯科保健センター事業特別会計予算

令和４年度加古川市病院事業債管理事業特別会計予算

令和４年加古川市学校給食費管理事業特別会計予算

令和４年度加古川市財産区特別会計予算

令和４年度加古川市水道事業会計予算

令和４年度加古川市下水道事業会計予算

東播都市計画事業新野辺南土地区画整理事業施行に関する条例を廃止する条例を定めること

加古川市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市印鑑条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市個人情報保護条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市手数料条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市国民健康保険条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市都市計画法に基づく開発行為の許可の基準等に関する条例の一部を改正する条例を定めること

加古川市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を定めること

市有財産譲与のこと

市有財産譲与のこと

土地取得のこと

財産区有財産処分のこと

高砂市と加古川市との間における高砂市から排出されるごみの処理に関する事務の事務委託の廃止に関する協議について

加古川市尾上処理工場整備運営事業建設工事請負契約締結のこと

旧平荘湖アクア交流館解体工事請負変更契約締結のこと

神吉中津線橋梁下部工事（その２）請負変更契約締結のこと

土地取得のこと

加古川線加古川日岡中津水足跨線橋新設工事委託の一部変更のこと

令和３年度加古川市一般会計補正予算（第12回）

人権擁護委員候補者推薦につき意見を求めること

人権擁護委員候補者推薦につき意見を求めること
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番　号 件　　　　　名 結果 志 創 公 市 無

■ 請　願

■ 議員提出議案

番　号 件　　　　　名 結果 志 創 公 市 無

採択 ○ ○ ○ ○ ○請願１号 生理用品を学校施設の女子トイレ個室に設置することを求める請願書

可決 ○ ○ ○ ○ ○決議案１号 ロシアのウクライナ侵攻を非難する決議

　

令
和
４
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
は
、
２
月
22

日
か
ら
３
月

24

日
ま
で
の
31

日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

 

今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
予
算
888

億
９
千

万
円
を
は
じ
め
、
64

億
２
千
480

万
２
千
円
を
増
額
す
る
令
和
３

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
加

古
川
市
印
鑑
条
例
及
び
加
古
川

市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
や

加
古
川
市
人
権
擁
護
委
員
の
人

事
案
件
等
に
つ
い
て
議
決
し
ま

し
た
。

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

が
可
能
と
な
る
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
行
っ
た
場
合
の
手
数
料

が
、
１
通
に
つ
き
150

円
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
を
開
始
し
て
い
る
証

明
書
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
行
っ
た
場
合
の
交
付
に

か
か
る
手
数
料
を
そ
れ
ぞ
れ
150

円
減
額
す
る
条
例
を
可
決
し
ま

し
た
。
対
象
の
証
明
書
と
手
数

料
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　

 

※

（　

）
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

を
行
っ
た
場
合
の
手
数
料

戸
籍
謄
本
・
戸
籍
抄
本

　
　
　
　

  　
　

450

円
（
300

円
）

除
籍
謄
本
・
除
籍
抄
本

　
　
　
　

  　
　

750

円
（
600

円
）

改
製
原
戸
籍
謄
本
・
抄
本

　
　
　
　
　

  　

750

円
（
600

円
）

住
民
票
の
写
し  

300

円
（
150

円
）

戸
籍
の
附
票
の
写
し

　
　
　
　

  　
　

 300

円
（
150

円
）

身
分
に
関
す
る
証
明
書

　
　
　
　
　

  　

300

円
（
150

円
）

独
身
証
明
書 　

 

300

円
（
150

円
）

※

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
っ
た

場
合
、
手
数
料
の
ほ
か
に
、
郵

送
に
か
か
る
実
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

加
古
川
市
附
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
長
の
附
属
機

関
と
し
て
、
加
古
川
市
権
現
総

合
公
園
施
設
整
備
事
業
者
選
定

委
員
会
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま

す
。

　

尾
上
処
理
工
場
に
つ
い
て
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
リ
ン
回
収
設
備
を

有
す
る
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ

ー
と
し
て
再
整
備
す
る
た
め
の

工
事
請
負
契
約
を
、
37

億
５
千

980

万
円
で
締
結
す
る
こ
と
等
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

次
の
人
事
案
件
の
推
薦
に
つ

い
て
、
意
見
な
し
で
同
意
し
ま

し
た
。

●
加
古
川
市
人
権
擁
護
委
員

　

藤
本　

隆
信
さ
ん

　
　
　
　

  

（
米
田
町
）
再
任

　

柳
谷　

佐
代
子
さ
ん

　
　
　
　

  

（
平
岡
町
）
再
任

　

議
員
提
出
議
案
で
あ
る
「
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
非

難
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

3月
定例会の概要
２月22日～３月24日

主
な
議
案
の
概
要

人
事
案
件

可
決
さ
れ
た
決
議
案

印
鑑
登
録
証
明
書
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で

住
民
票
の
写
し
等
の
交
付

手
数
料
が
減
額
さ
れ
ま
す

附
属
機
関
を
増
設
し
ま
す

尾
上
処
理
工
場
整
備
運
営

事
業
建
設
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
ま
す
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予 算 審 査

生
活
保
護
援
護
事
業
に
つ
い
て

　
　

扶
助
費
１
千
845

万
３
千
円
の
増
額
理
由
は
。

　
　

収
入
が
減
少
し
た
者
が
対
象
と
な
る
、
住
居
確

　
　

保
給
付
金
や
生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
等
の

各
種
制
度
の
受
給
等
の
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
令
和
３
年
11

月
頃
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯
が
増

加
し
た
た
め
で
あ
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

国
庫
補
助
金
に
つ
い
て

　
　

介
護
保
険
災
害
等
臨
時
特
例
補
助
金
229

万
１
千

　
　

円
の
内
容
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

　
　

収
入
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
、
第
一
号

保
険
料
の
減
免
総
額
の
60

㌫
に
相
当
す
る
額
が
、
国

か
ら
補
助
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

加
古
川
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

定
め
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

　
　

し
て
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
用
状
況
は
。

　
　

令
和
３
年
９
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
令
和
４

　
　

年
２
月
末
現
在
で
約
600

件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

加
古
川
市
尾
上
処
理
工
場
整
備
運
営
事
業
建
設
工
事

請
負
契
約
締
結
の
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
　

リ
ン
回
収
設
備
を
有
す
る
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

　
　

タ
ー
と
し
て
再
整
備
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
は
。

　
　

リ
ン
を
回
収
し
、
売
却
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

　
　

収
益
は
、
整
備
費
用
と
比
較
す
る
と
少
な
い
が
、

循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る
と
い
う
国
の
考
え
方
に

沿
い
、
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

議会だよりかこがわ 220 号
（令和 4 年 5 月 1 日発行）
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９月議会では９名の議員が質問に立ちました。

総務教育常任委員会

生
理
用
品
を
学
校
施
設
の
女
子
ト
イ
レ
個
室
に
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
　
　
　
　
　
（
採
択
）

　
　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
女
子
ト
イ
レ
個
室
に

　
　

限
定
せ
ず
、
モ
デ
ル
校
で
検
証
す
る
な
ど
、
児

童
生
徒
の
意
見
を
聞
き
、
適
切
な
対
応
を
図
ら
れ
た

い
。

　
　

現
状
で
は
各
学
校
の
裁
量
に
対
応
を
任
せ
て
い

　
　

る
が
、
生
活
困
窮
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
教

育
委
員
会
と
し
て
方
針
を
定
め
ら
れ
た
い
。

消
防
施
設
維
持
補
修
事
業
に
つ
い
て

　
　

防
災
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
費
１
億
４
千
634

万
４

　
　

千
円
の
減
額
理
由
は
。

　
　

既
存
設
備
を
利
用
し
た
機
器
選
定
を
行
う
こ
と

　
　

に
よ
り
、
天
井
の
全
面
改
修
の
必
要
が
な
く
な

っ
た
こ
と
、
工
期
を
短
縮
し
た
こ
と
が
主
な
理
由
で

あ
る
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て

　
　

報
酬
２
千
478

万
７
千
円
の
増
額
理
由
は
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
の
補
助
員
に
つ
い
て
、
配
慮
が
必

　
　

要
な
児
童
に
対
す
る
加
配
と
支
援
員
等
の
欠
員

に
対
す
る
補
充
を
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

加
古
川
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
　
　
（
可
決
）

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業
の
取
得

要
件
の
う
ち
、
引
き
続
く
１
年
以
上
の
在
職
要
件
を

削
る
こ
と
、
妊
娠
・
出
産
等
を
申
し
出
た
職
員
に
対

す
る
措
置
及
び
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環

境
の
整
備
に
係
る
規
定
を
加
え
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

● 
主
な
討
論
・
質
疑

● 

主
な
討
論
・
質
疑

建設経済常任委員会委員会開催日 ● 3月1日㈫・15日㈫

老
朽
た
め
池
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　

耐
震
診
断
及
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
進
捗

　
　

状
況
は
。

　
　

対
象
と
な
る
33

池
の
う
ち
、
耐
震
診
断
に
つ
い

　
　

て
は
29

池
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
つ
い
て

は
30

池
で
実
施
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
末
ま
で
に

全
て
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

加
古
川
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
　
　
　
（
可
決
）

　
　

新
た
に
設
置
す
る
権
現
総
合
公
園
施
設
整
備
事

　
　

業
者
選
定
委
員
会
の
委
員
構
成
は
。

　
　

学
識
経
験
者
、
公
園
施
設
に
専
門
的
知
識
を
有

　
　

す
る
者
、
子
育
て
世
代
の
意
見
に
知
識
を
有
す

る
者
の
中
か
ら
５
名
で
構
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

加
古
川
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可

の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
定
め
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
　

一
部
の
特
別
指
定
区
域
に
お
い
て
開
発
行
為
等

　
　

が
で
き
る
者
の
範
囲
を
拡
充
す
る
よ
う
改
正
す

る
こ
と
に
よ
る
今
後
の
許
可
件
数
へ
の
影
響
は
。

　
　

子
育
て
世
帯
や
起
業
者
、
就
農
者
を
対
象
と
す

　
　

る
定
住
促
進
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
等
に
よ
り
、
移

住
や
起
業
を
後
押
し
す
る
こ
と
か
ら
、
許
可
件
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

水
道
事
業
会
計

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
収
納
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

　
　

使
用
者
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
収
納
率
の
向
上

　
　

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

● 

主
な
討
論
・
質
疑

委員会開催日 ● 3月1日㈫・１１日㈮

福祉環境常任委員会委員会開催日 ● 3月1日㈫・１４日㈪

●

●

請

願

●

●

●

●

補

正

予

算

●

●

条

例

●

●

●

●

補

正

予

算

●

●

条

例

●

●

契

約

●

●

●

●

補

正

予

算

●

○

条

例

●

●

●

●

当

初

予

算

常任委員会でチェックしました

総務教育常任委員会

　　職員研修事業の自己啓発支

援助成金150万円について、制

度創設による効果は。

　　職員の資格取得を支援する

ことで、自分磨きを続けていく

ことができる魅力ある職員を育

成し、職場全体のスキルアップ

を図り、市民サービスの向上に

つなげていきたいと考えている。

Q

A

建設経済常任委員会

　　新規就農者経営発展支援事

業補助金768万円の内容は。

　　新たに農業経営を開始して

から５年以内の青年等の認定新

規就農者のうち、経営開始資金

として融資を受けた者に対して、

100万円の償還支援と最長３年

間毎月上限13万円の定額助成

を行うものである。

Q

A

　　都市公園トイレ改修事業

5,342万6,000円の内容は。

　　日岡山公園内で利用頻度の

高い、野外ステージ横とグラウ

ンド東側のトイレの洋式化及び

野球場南側のトイレの大規模改

修を行うものである。

Q

A

福祉環境常任委員会

　　生活困窮者自立支援事業の

扶助費3,862万円について、令

和３年度当初予算と比べ、

1,486万円増額した理由は。

　　住居確保給付金の特例措置

が延長されたことによる増額及

び令和４年度から実施する生活

困窮者に対するエアコン購入費

等の助成金250万円を計上した

ためである。

Q

A

　　保育園・認定こども園運営

事業の医療的ケア児訪問看護業

務委託料250万円の内容は。

　　公立園において、医療的ケ

アが必要な児童に対し、１日当

たり90分間の訪問看護を行う

ものである。年間250日分の予

算措置をしている。

Q

A

　　高度救急事業の救急資器材

管理供給業務委託料530万円に

ついて、委託した目的は。

　　専門的な知識を有する者に

業務委託することにより、救急

資器材の購買、供給、運搬、在

庫等が一元管理され、期限切れ

製品の発生などが抑えられる。

また、パンデミック時等に優先

的な供給が実施されることから、

救急業務の効率化が図られる。

Q

A

　　小中一貫校開校準備事業の

校歌制作業務委託料79万8,000

円の内容は。

　　開校準備委員会において、

児童生徒から歌詞のフレーズを

募集し、集まったフレーズから

幾つか選んで歌詞に使用したい

との意見が出ている。歌詞と曲

の作成については専門性が高い

ことから業者へ委託する予定で

ある。

Q

A

　　こども部所管の予防接種事

業の各種予防接種委託料６億

7,252万円について、令和３年

度当初予算と比べ、１億4,605

万円増額した理由は。

　　子宮頸がんワクチン予防接

種の積極的勧奨を再開し、定期

接種の対象者に加え、接種機会

を逃した者に対しても通知する

ことから、接種の増加が見込ま

れるためである。

Q

A

　　空き店舗等活用支援事業補

助金997万7,000円について、

積算根拠と対象地域を拡大する

理由は。

　　主なものは店舗賃借料で１

店舗の上限を月額５万円とし、

17件分を計上している。対象

地域に追加する東加古川駅周辺

は、新型コロナウイルス感染症

の影響により、空き店舗が増え

ているためである。

Q

A

常任委員会でチェックしました
令和4年度予算

案令和4年度予算
案

　令和４年度一般会計など12会計の予算案が提案され、３月11日

から15日の日程で、所管の常任委員会において審査を行いました。

　審査の結果は、定例会最終日の３月24日に各常任委員長から報告

され、採決の結果、すべて原案のとおり可決されました。主な質疑

内容は次のとおりです。

一般会計予算

888億9千万円

総額

1,698億3,940万3千円
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代 表 質 問
会派を代表して市長・教育長に聞きました。

会 派 態 度 表 明

　
　
　

市
長
と
し
て
の
覚

　
　
　

悟
を
持
っ
て
２
期

８
年
の
市
政
運
営
に
あ
た

ら
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。
市
長
が
考
え

る
本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

来
期
に
か
け
る
思
い
は
ど

う
か
。

　
　
　

平
成
26

年
か
ら
、

　
　
　

「
こ
こ
か
ら
10

年
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

市
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

「
一
人
一
人
が
幸
せ
を
実

感
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将

来
へ
向
け
て
、
夢
や
希
望

を
描
き
、
歩
み
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
幸
せ
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
構
成
要
素
が
あ
る
が
、

市
政
を
通
じ
て
、
各
分
野

の
満
足
度
や
重
要
度
の
向

上
を
図
り
、
市
民
が
、
こ

の
ま
ち
で
生
ま
れ
て
よ
か

っ
た
、
こ
の
ま
ち
へ
引
っ

越
し
て
き
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。
ま
た
、
施
政
方

針
で
は
今
後
の
中
長
期
的

な
重
点
課
題
に
つ
い
て
も

述
べ
て
お
り
「
加
古
川
ら

し
さ
」
「
加
古
川
な
ら
で

は
」
を
つ
く
る
た
め
に
駅

周
辺
へ
の
機
能
の
集
約
化

や
移
動
手
段
の
改
善
、
身

近
な
自
然
を
生
か
し
た
新

た
な
魅
力
づ
く
り
、
さ
ら

な
る
雇
用
の
創
出
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭

素
化
と
い
っ
た
社
会
の
共

通
課
題
に
率
先
し
て
取
り

組
む
ほ
か
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
一
年
一
年
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
。

市
長
の
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
と
３
期
目
の
挑
戦
に
つ
い
て

志
政
加
古
川

玉
川
　
英
樹 

議
員

　
　
　

鉄
道
の
高
架
化
に

　
　
　

合
わ
せ
た
東
加
古

川
駅
周
辺
の
再
整
備
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
空
き
家
状
態
に
な

っ
て
い
る
旧
加
古
川
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
や
新
在
家

高
畑
線
の
未
施
工
区
間
に

つ
い
て
も
再
整
備
に
含
む

の
か
。

　
　
　

東
加
古
川
駅
周
辺

　
　
　

の
再
整
備
に
つ
い

て
は
、
鉄
道
を
高
架
化
し
、

８
カ
所
の
踏
切
を
除
却
す

る
こ
と
で
円
滑
な
交
通
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
踏

切
事
故
の
解
消
を
図
っ
て

い
く
。
高
架
下
の
有
効
活

用
や
駅
前
広
場
の
再
整
備

と
併
せ
て
、
市
街
地
の
一

体
化
を
図
る
な
ど
、
人
が

集
ま
る
ま
ち
を
実
現
し
、

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
魅
力
あ
る
副
都
心
を
形

成
し
て
い
き
た
い
。
旧
加

古
川
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
建
物
の
一

部
を
県
と
地
方
独
立
行
政

法
人
加
古
川
市
民
病
院
機

構
に
貸
し
付
け
て
お
り
、

今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
駅
周
辺
の
再
整
備

の
方
向
性
と
と
も
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

新
在
家
高
畑
線
に
つ
い
て

は
、
鉄
道
の
高
架
化
に
あ

わ
せ
、
県
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
事
業
化
し
て
い
く
。

　
　
　

未
利
用
の
小
中
学

　
　
　

校
の
屋
上
を
利
用

し
た
太
陽
光
発
電
は
、
大

規
模
災
害
発
生
時
の
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校
施
設
の
非
常
用
電
源
と

し
て
も
利
用
が
可
能
と
な

り
、
多
く
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
考
え
る
が
見

解
は
ど
う
か
。

　
　
　

公
共
施
設
の
太
陽

　
　
　

光
発
電
設
備
は
27

施
設
に
設
置
し
て
お
り
、

小
学
校
は
７
校
、
中
学
校

は
６
校
導
入
し
て
い
る
。

屋
上
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
老
朽
化
や
構
造
上

の
問
題
が
あ
る
た
め
費
用

対
効
果
の
検
証
も
必
要
と

な
る
。
環
境
先
進
都
市
を

目
指
す
上
で
、
公
共
施
設

へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
は
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

の
施
設
の
改
修
計
画
に
合

わ
せ
る
な
ど
、
実
施
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
加
古
川
駅
周
辺
の
再
整
備
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

市
内
小
中
学
校
の
屋
上
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

　最重要課題である新型コロナウイルス感染

症の感染防止対策と収束に向けた取り組みを

今後もスピード感を持って進めるよう要請する。

　新年度予算においては、スマートシティ加

古川の構築に向けた先駆的な取り組みや18

歳までの医療費無料化など子育て世代に選ば

れる施策、市街化調整区域のまちづくり支援

事業における要件緩和の取り組みなどについ

て大いに評価する。日岡山公園の再整備など

については、自然を生かした魅力ある空間づ

くりが期待されており、遅滞なく進めること

を求める。

　あらゆる世代の多様な市民ニーズを的確に

捉え「夢と希望を描き 幸せを実感できるま

ち 加古川」を実現すべく、職員一丸となっ

て取り組むことを要望し、本案に賛成する。

公明党議員団

　18歳までの医療費の無料化や田園まちづ

くり制度の要件緩和など、子育て世代や起業

者、地区外からの移住を促進し、人口減少の

克服とＳＤＧｓの理念をベースとしながら、

持続可能で市民満足度の向上に向けた意欲的

な予算編成に期待する。

　一方で、加古川駅周辺地区まちづくり推進

事業において、本市の玄関口にふさわしい、

高揚感溢れる未来を市民に示し、各所管課が

連携して速やかに事業を実行することを求め

る。学校園において、学習環境が激変してい

るため、児童生徒に寄り添った対応を確実に

実施することを要請する。

　予算審議で出た意見や要望をしっかりと受

け止め、全世代にわたる市民満足度の向上に

つなげられるよう要望し、本案に賛成する。

かこがわ市民クラブ

　以前から要望していた危機管理情報システム

が導入されたことを評価する。災害時の情報の

一元化や平常時からの市民への情報発信など、

システムの活用を期待する。また、環境先進都

市を目指した取り組みや未来を見据えた義務教

育学校の開設に向けた取り組みの推進を要望

する。

　ＧＩＧＡスクール運営事業において、教育ＩＣＴ

環境のさらなる活用に期待する。通信回線の課

題については、早急に光回線を導入し、各教室

のＷｉ-Ｆｉ環境整備の実施を強く要望する。

　新型コロナウイルス感染症の終息が見通せ

ない中、市民の安全安心を守るとともに、速や

かで柔軟な経済対策を進め「夢と希望を描き 幸

せを実感できるまち 加古川」の実現に向けた取

り組みを要請し、本案に賛成する。

志政加古川

　予算編成での基本的な考え方について、予

算化した事業が目的に合致した手法として適

切か審議において疑問に感じるものもあった。

執行にあたっては十分に注意するよう求める。

　また、職員数を削減した中で事業が膨らん

でいくことに、業務における負担や想定どお

りの効果を得られていない懸念がある。需要

があるのに執行が少ないのは目的や手法のず

れが考えられ、目的は違うが似通った事業が

複数あることも考えられるため、効果的・効

率的な行政を目指して、事業の廃止・統合も

積極的に検討することを要望する。

　市として加古川のまちをどうしていきたい

か、その想いを持って各職員が業務にあたり、

同じ方向に向かって一丸となって進んでいく

よう要請し、本案に賛成する。

創政会

令和４年度一般会計予算

このような理由で令和４年度　　　

　　一般会計予算案に賛成しました
　3月定例会最終日に、令和４年度一般会計予算の内容について、

討論を行いました。その主な内容を掲載します。　

予算 このような理由で令和４年度　　　

　　一般会計予算案に賛成しました

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
市
長
の
目
指
す
本
市
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

﹇
市
長
の
思
い
描
く
理
想

の
本
市
／
本
市
の
示
す
目

標
人
口
／
本
市
の
デ
ジ
タ

ル
化
﹈
●
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
つ
い
て
﹇
こ

ど
も
医
療
費
無
料
化
／
本

市
の
特
色
あ
る
教
育
／
中

学
校
の
部
活
動
／
両
荘
み

ら
い
学
園
／
音
楽
の
ま
ち

づ
く
り
﹈
●
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
つ
い
て

﹇
防
災
対
策
の
情
報
発

信
﹈
●
活
力
と
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て

﹇
新
た
な
産
業
用
地
と
公

設
地
方
卸
売
市
場
の
跡
地

利
用
／
再
開
す
る
花
火
大

会
﹈
●
快
適
な
ま
ち
に
つ

い
て
﹇
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
周

辺
の
活
性
化
／
新
た
に
進

め
る
田
園
ま
ち
づ
く
り
﹈

●
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

の
事
業
者
選
考
に
つ
い
て

﹇
日
岡
山
公
園
の
再
整
備

の
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
発

注
方
式
﹈
●
市
長
の
こ
れ

ま
で
の
振
り
返
り
と
３
期

目
の
挑
戦
に
つ
い
て
﹇
今

期
４
年
間
の
市
長
自
身
の

評
価
／
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹈　

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
義
務
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
﹇
学
級
閉
鎖
や
不
登

校
児
童
生
徒
に
対
す
る
学

習
補
填
﹈●
市
立
幼
稚
園

の
あ
り
方
に
つ
い
て
●
幹

線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

﹇
都
市
計
画
決
定
に
対
す

る
市
の
認
識
／
未
着
手
路

線
と
整
備
中
路
線
の
今

後
﹈●
田
園
ま
ち
づ
く
り

制
度
に
つ
い
て
﹇
制
度
の

制
限
緩
和
内
容
／
移
住
・

定
住
促
進
の
た
め
の
支
援

制
度
創
設
内
容
／
未
利
用

の
市
有
地
を
活
用
し
た
モ

デ
ル
事
業
の
内
容
﹈

ＱＲコード

創
政
会森

田
　
俊
和 

議
員

ＱＲコード



9 議会だよりかこがわ 220 号
（令和 4 年 5 月 1 日発行）

▲ＳＤＧｓカラ
　ーホイール
　

議会だよりかこがわ 220 号
（令和 4 年 5 月 1 日発行）

8

代 表 質 問
３月議会では 13 名の議員が質問に立ちました。

子
ど
も
の
健
全
な
食

生
活
の
た
め
の
ミ
ネ

ラ
ル
摂
取
に
つ
い
て

　
　

　
　
　

両
公
園
の
整
備
後

　
　
　

の
イ
メ
ー
ジ
図
が

公
表
さ
れ
た
が
、
日
陰
な

ど
休
憩
す
る
場
所
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

日
岡
山
公
園
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
構
想
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
に
お
け
る
「
多
世
代

交
流
・
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
」

は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
を
気

兼
ね
な
く
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
だ
と
考
え
て
い
い
の
か
。

　
　
　

両
公
園
の
整
備
に

　
　
　

あ
た
り
、
大
型
複

合
遊
具
を
設
置
す
る
一
方

で
、
日
陰
や
休
憩
ス
ペ
ー

ス
と
い
っ
た
保
護
者
の
見

守
り
環
境
に
も
配
慮
し
た

整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。
日
岡
山
公
園
の
「
多

世
代
交
流
・
プ
レ
イ
ゾ
ー

ン
」
に
つ
い
て
は
、
駐
車

場
に
近
い
約
半
分
の
エ
リ

ア
に
「
大
型
複
合
遊
具
ゾ

ー
ン
」
と
し
て
遊
具
や
芝

生
広
場
を
整
備
す
る
。
芝

生
広
場
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な

ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
一
定
の
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
の
範
囲
で
利

用
し
て
も
ら
え
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
残
り
半

分
の
エ
リ
ア
は
「
緑
を
感

じ
る
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
多

世
代
が
交
流
で
き
る
公
園

利
用
を
目
指
し
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。
利
用
者
が

マ
ナ
ー
を
守
り
つ
つ
お
互

い
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、

快
適
で
憩
い
の
あ
る
公
共

空
間
と
し
て
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　

都
市
計
画
区
域
に

　
　
　

お
け
る
市
街
化
区

域
の
土
地
・
建
物
を
対
象

に
、
固
定
資
産
税
と
併
せ

て
都
市
計
画
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
。
税
の
使
い
方

や
課
税
の
根
拠
に
つ
い
て
、

納
税
者
へ
ど
の
よ
う
に
説

明
・
公
表
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

固
定
資
産
税
・
都

　
　
　

市
計
画
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
す
る
際
、

課
税
内
容
お
よ
び
都
市
計

画
税
の
使
途
に
つ
い
て
の

説
明
文
書
を
同
封
し
て
い

る
。
ま
た
、
毎
年
発
行
す

る
市
税
の
し
お
り
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
同

様
の
説
明
を
掲
載
し
て
い

る
。

　
　
　

使
途
に
一
定
の
定

　
　
　

め
が
あ
る
目
的
税

と
し
て
区
分
す
る
限
り
、

い
つ
か
は
剰
余
が
発
生
し
、

都
市
計
画
税
が
必
要
な
く

な
る
。
そ
の
過
程
で
税
率

変
更
も
考
え
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　

都
市
計
画
税
の
税

　
　
　

率
は
地
方
税
法
に

よ
り
0.3

㌫
を
上
限
と
す
る

任
意
税
率
と
さ
れ
て
お
り
、

本
市
は
制
限
税
率
で
あ
る

0.3

㌫
を
採
用
し
て
い
る
。

充
当
先
で
あ
る
都
市
計
画

事
業
の
事
業
量
に
よ
り
剰

余
が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
、

状
況
に
応
じ
て
税
率
の
見

直
し
を
行
う
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
国
道
２

号
線
の
拡
幅
や
新
橋
梁
、

中
津
水
足
線
な
ど
の
街
路

事
業
を
中
心
に
、
引
き
続

き
相
当
な
事
業
費
を
見
込

ん
で
お
り
、
当
面
は
現
状

の
規
模
で
の
都
市
計
画
税

を
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進

に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
家
族
が
気
兼
ね
な
く
過

ご
せ
る
空
間
に
つ
い
て
﹇
公

園
を
め
ぐ
る
子
ど
も
た
ち

の
意
見
と
本
市
が
管
理
す

る
公
園
の
状
況
等
／
公
共

施
設
の
無
料
開
放
﹈●
加
古

川
河
川
敷
を
活
か
し
た
賑

わ
い
に
つ
い
て
﹇
本
市
が

め
ざ
す
賑
わ
い
／
加
古
川

ま
つ
り
花
火
大
会
／
賑
わ

い
を
継
続
さ
せ
る
工
夫
﹈

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
　
　

有
機
農
作
物
を
学

　
　
　

校
給
食
へ
取
り
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

　
　
　

２
万
人
を
超
え
る

　
　
　

児
童
生
徒
な
ど
の

給
食
食
材
と
し
て
一
定
の

品
質
の
農
産
物
を
確
実
に

供
給
で
き
る
こ
と
、
給
食

費
の
範
囲
内
で
必
要
な
栄

養
を
満
た
し
安
価
に
入
手

で
き
る
こ
と
の
２
点
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
困
難

な
た
め
、
取
り
入
れ
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
　
　

学
校
給
食
の
栄
養

　
　
　

価
を
実
測
値
で
把

握
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は

ど
う
か
。

　
　
　

調
理
に
よ
る
栄
養

　
　
　

価
の
変
化
を
加
味

し
た
献
立
お
よ
び
食
材
選

定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
栄
養
価
不
足
は
生
じ

な
い
と
判
断
し
て
お
り
、

調
理
済
み
の
給
食
の
栄
養

価
を
実
測
値
で
測
る
必
要

性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

小
中
学
校
や
保
育

　
　
　

園
の
給
食
に
お
け

る
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
を
補
う

た
め
、
ど
の
よ
う
に
工
夫

し
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

児
童
生
徒
が
ミ
ネ

　
　
　

ラ
ル
を
多
く
含
む

食
品
を
学
校
給
食
で
摂
取

し
や
す
く
す
る
工
夫
と
し

て
、
牛
乳
を
飲
み
や
す
く

す
る
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー
、

小
魚
や
ナ
ッ
ツ
類
の
提
供
、

加
圧
し
て
骨
ま
で
食
べ
ら

れ
る
魚
の
使
用
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
保
育
園
な
ど

で
は
、
心
身
の
発
達
に
欠

か
せ
な
い
ミ
ネ
ラ
ル
分
を

多
く
含
む
魚
や
緑
黄
色
野

菜
な
ど
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
が
、
好
き
嫌

い
が
多
い
食
材
で
も
あ
る

た
め
、
調
理
方
法
や
調
味

料
を
工
夫
し
、
食
べ
残
し

が
少
な
く
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。　

鍔木　良子　議員
（無会派）

山本　一郎　議員
（かこがわ市民クラブ）

山本　賢吾　議員
（創政会）

有
機
農
業
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

目
的
税
（
都
市
計
画
税
・
入
湯
税
）

　
の
課
題
と
充
当
事
業
に
つ
い
て

日
岡
山
公
園
、
権
現
総
合
公
園

　
　
　
　
　
の
整
備
に
つ
い
て

ＱＲコード

ＱＲコード

ＱＲコード

▲都市計画事業で施工中の
　市道中津水足線　　　　
　　

　
　
　

高
齢
者
へ
の
新
た

　
　
　

な
支
援
策
と
予
算

化
し
た
事
業
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　

高
齢
者
が
住
み
慣

　
　
　

れ
た
地
域
で
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
通
院
や

買
い
物
な
ど
の
移
動
に
つ

い
て
新
た
な
支
援
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
自
動
車

を
安
全
に
運
転
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
急
加
速
抑
制

装
置
の
設
置
な
ど
の
補
助

を
行
う
。
ま
た
、
熱
中
症

に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
る

高
齢
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

生
活
困
窮
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
に
エ
ア
コ
ン
の
購
入

費
用
な
ど
の
助
成
を
行
い
、

自
宅
で
健
康
的
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

施
政
方
針
に
、
陵

　
　
　

南
地
区
と
平
岡
南

地
区
に
も
さ
さ
え
あ
い
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
る
と
あ
る
が
、
現
状
と

課
題
は
ど
う
か
。

　
　
　

さ
さ
え
あ
い
協
議

　
　
　

会
は
市
内
12

地
区

の
う
ち
10

地
区
で
立
ち
上

が
っ
て
お
り
、
地
域
住
民

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

町
内
会
、
民
間
事
業
者
や

高
校
・
大
学
な
ど
の
主
体

が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い

る
。
令
和
４
年
度
に
全
て

の
地
区
で
立
ち
上
げ
が
完

了
す
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

主
体
間
の
合
意
形
成
や
取

り
組
み
の
具
体
化
な
ど
が

課
題
で
あ
る
。
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
さ
さ

え
あ
い
協
議
会
に
よ
る
病

院
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
立
ち

上
げ
や
運
営
に
か
か
る
費

用
を
助
成
す
る
こ
と
、
移

動
販
売
車
な
ど
の
民
間
事

業
者
に
よ
る
買
い
物
支
援

の
地
域
を
拡
充
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
た
い
。

　
　
　

高
齢
者
の
生
き
が

　
　
　

い
づ
く
り
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　
　
　

生
き
が
い
づ
く
り

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の

参
加
促
進
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
希
望

す
る
就
労
の
継
続
や
経
験

を
生
か
し
た
地
域
社
会
で

の
活
躍
が
生
き
が
い
の
創

出
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て

お
り
、
地
域
で
高
齢
者
が

活
躍
で
き
る
仕
組
み
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

か
こ
が
わ
市
民
ク
ラ
ブ

村
上
　
孝
義 

議
員

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

　
　
　

る
掲
示
物
や
バ
ッ

ジ
な
ど
を
見
え
る
場
所
に

掲
示
す
る
こ
と
で
市
と
し

て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
意
識

を
示
し
、
市
民
に
伝
え
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。
市

民
の
意
識
向
上
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
　

広
報
や
チ
ラ
シ
、

　
　
　

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ロ
ゴ
や
ア
イ
コ

ン
を
掲
載
す
る
な
ど
、
普

及
啓
発
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
く
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
本
市
の

姿
勢
を
し
っ
か
り
と
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
本
市
独
自
の

ロ
ゴ
を
作
成
し
、
公
表
し

た
。
今
後
、
広
く
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
ロ
ゴ

使
用
に
当
た
っ
て
の
ル
ー

ル
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

職
員
が
主
体
的
に
発
信
で

き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で

の
活
用
を
図
る
こ
と
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ら
な
る
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

　
　
　

構
想
に
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
に
通
ず
る
部

分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組

み
を
関
連
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢

献
度
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

と
思
う
が
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17

の

　
　
　

目
標
は
都
市
が
解

決
す
べ
き
社
会
課
題
そ
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
課
題

を
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0※

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
デ

ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

解
決
す
る
場
所
が
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
政
府
が
掲
げ
る
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

で
は
中
心
概
念
と
し
て
心

ゆ
た
か
な
暮
ら
し
（
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
が
加
え

ら
れ
、
本
市
に
お
い
て
も

リ
バ
ブ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
シ
テ
ィ
指
標
、
い
わ

ゆ
る
市
民
の
幸
福
度
を
高

め
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
標

の
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組

み
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
付

け
な
が
ら
、
先
駆
的
な
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

リ
バ
ブ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
シ
テ
ィ
指
標
の
導
入

に
つ
い
て
も
、
そ
の
結
果

や
貢
献
度
を
積
極
的
に
公

表
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

※

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0

と

は
、
仮
想
空
間
と
現
実
空

間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
経
済

発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
を
両
立
す
る
、
人
間
中

心
の
社
会
の
こ
と
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
へ
の
加
古
川
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
市
長
在
任
８
年
間
の
総

括
と
予
算
編
成
に
つ
い
て

●
地
方
創
生
総
合
戦
略
と

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

●
ふ
る
さ
と
納
税
を
自
治

体
経
営
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
に
つ
い
て
●
駅
周
辺

整
備
等
に
つ
い
て
●
身
近

な
自
然
を
生
か
し
た
魅
力

づ
く
り
に
つ
い
て
●
脱
炭

素
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い

て
●
地
域
医
療
と
命
と
健

康
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
●
教
育
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
へ

の
加
古
川
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
﹇
学
校
現
場
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
﹈

ＱＲコード

公
明
党
議
員
団

相
良
　
大
悟 

議
員

ＱＲコード
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●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
パ

ソ
コ
ン
の
活
用
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
﹇
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
事
業
／
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
導
入
﹈

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
電
子
地
域
通
貨
に
よ
る

地
域
経
済
支
援
策
の
強
化

と
利
用
環
境
の
拡
充
に
つ

い
て
﹇
電
子
地
域
通
貨
と
、

か
こ
が
わ
ウ
ェ
ル
ピ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
の
統
合
／
今
後

の
市
民
参
加
型
の
地
域
経

済
支
援
策
﹈

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
　
　

駅
周
辺
の
現
状
と

　
　
　

経
緯
、
今
後
の
計

画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　

駅
南
側
の
土
地
は
、

　
　
　

昭
和
62

年
に
駅
舎

を
改
築
し
た
際
の
残
地
で
、

山
陽
電
鉄
が
所
有
し
て
い

る
。
駅
北
側
の
フ
ェ
ン
ス

で
囲
ま
れ
た
土
地
は
、
借

り
受
け
て
無
料
駐
輪
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
が
、

平
成
７
年
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本

へ
返
還
し
た
。
駅
周
辺
は
、

基
盤
設
備
や
機
能
集
積
を

進
め
る
中
で
商
業
環
境
も

良
好
に
維
持
さ
れ
て
お
り
、

ア
ク
セ
ス
性
の
維
持
・
向

上
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
の
整
備

は
、
播
磨
臨
海
地
域
道
路

の
詳
細
ル
ー
ト
の
検
討
状

況
を
注
視
し
つ
つ
、
検
討

事
項
と
し
た
い
。

　
　
　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ

　
　
　

ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト

し
た
経
緯
、
登
録
状
況
と
、

さ
ら
な
る
推
進
へ
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
　

良
好
な
生
活
環
境

　
　
　

な
ど
へ
の
関
心
の

高
ま
り
か
ら
平
成
13

年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
、

市
が
管
理
す
る
道
路
な
ど

の
公
共
施
設
を
守
り
育
て

て
い
く
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
・
活
動
支
援
制
度

と
し
て
45

団
体
836

人
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。
活
動
内

容
の
紹
介
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
で

認
知
度
を
向
上
さ
せ
、
登

録
件
数
の
増
加
と
環
境
美

化
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
パ
ソ
コ
ン
の

　

活
用
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

電
子
地
域
通
貨
の

　
　
　

導
入
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
年
齢

の
引
き
下
げ
に
伴
う
学
校
園
で
の

フ
ォ
ロ
ー
の
状
況
に
つ
い
て

０
〜
６
カ
月
児
の

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

副
都
心
で
あ
る
山
陽
電
鉄
別
府
駅

周
辺
の
状
況
と
今
後
の
発
展
的
な

計
画
に
つ
い
て

大
人
の
発
達
障
が
い

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

ＱＲコード

ＱＲコード

ＱＲコード

ＱＲコード

ＱＲコード ＱＲコード
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地
域
美
化
活
動
と

し
て
の
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
更
な

る
推
進
に
つ
い
て　

登
校
で
き
な
い
児
童

生
徒
へ
の
端
末
を
活

用
し
た
学
習
指
導
の

準
備
に
つ
い
て　
　

　

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
都
市
計
画
に
お
け
る
Ｊ

Ｒ
加
古
川
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
﹇
Ｊ
Ｒ

加
古
川
駅
北
口
エ
リ
ア
整

備
の
方
向
性
と
検
討
状
況

／
駐
車
場
の
適
正
配
置
に

よ
る
駅
周
辺
地
区
の
魅
力

向
上
／
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
導
入
促
進
に
よ
り
市
の

施
策
と
の
相
乗
効
果
を
図

る
こ
と
﹈●
学
校
園
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
連
す
る
不
安
の
解

消
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
﹇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
校
園
で
の
問
題
や
課
題

の
現
状
と
取
組
／
子
ど
も

の
マ
ス
ク
着
用
に
お
け
る

適
切
な
対
応
﹈

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
加
古
川
市
南
部
地
域
の

今
後
の
発
展
的
な
計
画
に

つ
い
て
●
長
期
的
な
定
住

人
口
を
増
加
さ
せ
る
施
策

の
充
実
に
つ
い
て
●
新
た

な
視
点
で
の
男
性
の
家
事
・

育
児
参
画
の
促
進
に
つ
い

て
●
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
は
じ

ま
る
ま
ち
づ
く
り
の
構
築

に
つ
い
て

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

　
　
　

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
０
〜
６
カ
月
児

の
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

６
カ
月
未
満
の
子

　
　
　

ど
も
を
養
育
す
る

家
庭
は
育
児
負
担
や
ス
ト

レ
ス
が
大
き
い
た
め
、
産

後
ケ
ア
事
業
、
産
前
・
産

後
家
事
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に

よ
り
そ
れ
ら
の
軽
減
を
図

っ
て
い
る
。
中
で
も
多
子

世
帯
、
頼
れ
る
親
族
が
近

く
に
い
な
い
家
庭
な
ど
に

と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
支
援

は
産
後
ス
ト
レ
ス
の
ケ
ア

や
児
童
虐
待
の
防
止
に
有

効
と
考
え
る
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

援
助
活
動
も
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
消
す
る
有
効
な
手

段
と
考
え
る
た
め
、
近
隣

自
治
体
の
取
り
組
み
事
例

を
参
考
に
、
対
象
の
拡
大

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

健
や
か
な
学
び
を

　
　
　

保
障
す
る
た
め
、

自
宅
な
ど
で
も
学
習
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
実
施
の
準
備
に

つ
い
て
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

誰
一
人
取
り
残
す

　
　
　

こ
と
な
く
最
大
限

に
学
び
を
保
障
す
る
こ
と

は
学
校
の
責
務
で
あ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
認
識
し

て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
は
多
く
の
学
校
で
行
っ

て
い
る
が
、
全
教
員
が
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
え
る

レ
ベ
ル
に
達
す
る
の
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
や
通
信

環
境
へ
の
負
担
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
理
由
か
ら
実
施

で
き
て
い
な
い
学
校
も
あ

る
。
引
き
続
き
教
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

学
校
の
先
進
事
例
の
発
信

や
、
授
業
づ
く
り
を
助
言

す
る
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
活

用
支
援
員
の
派
遣
な
ど
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
。

藤原　繁樹　議員
（志政加古川）

　
　
　

発
達
障
が
い
の
あ

　
　
　

る
児
童
生
徒
の
小

中
学
校
や
特
別
支
援
学
校

卒
業
後
の
状
況
把
握
と
、

発
達
障
が
い
の
あ
る
大
人

へ
の
支
援
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
　

児
童
生
徒
一
人
一

　
　
　

人
へ
の
切
れ
目
な

い
支
援
を
行
う
た
め
、
個

別
の
教
育
支
援
計
画
な
ど

を
活
用
し
て
引
き
継
ぎ
を

行
っ
て
お
り
、
義
務
教
育

後
に
つ
い
て
は
、
中
学
校

高
等
学
校
連
絡
協
議
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
学

校
と
福
祉
関
係
機
関
な
ど

が
連
携
し
、
状
況
の
把
握

や
共
有
に
努
め
て
い
る
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
大
人

へ
の
支
援
は
、
法
律
に
基

づ
き
国
、
県
、
市
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
お
い
て
行

い
、
必
要
に
応
じ
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
が

18

歳
ま
で
の
障
が
い
児
の

相
談
窓
口
と
し
て
、
医
学

的
見
地
か
ら
の
支
援
を
行

い
、
障
が
い
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
が
障
が
い

者
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

と
し
て
福
祉
専
門
職
に
よ

る
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

発
達
障
が
い
者
の

　
　
　

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
・

グ
ル
ー
プ※

と
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

発
達
障
害
に
関
す

　
　
　

る
困
り
ご
と
の
状

況
の
把
握
や
発
達
障
害
の

普
及
啓
発
の
た
め
に
も
、

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
・
グ
ル

ー
プ
へ
の
関
わ
り
が
大
切

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
、
情
報
共
有
や
協
議

を
行
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

※

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
・
グ

ル
ー
プ
と
は
、
共
通
の
悩

み
を
抱
え
る
人
た
ち
が
自

ら
運
営
し
、
自
主
的
に
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

こ
と
。

　
　
　

学
校
で
の
授
業
に

　
　
　

お
け
る
通
信
回
線

の
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

　
　
　

現
状
の
通
信
環
境

　
　
　

で
は
、
４
ク
ラ
ス

前
後
で
の
利
用
が
可
能
で

あ
る
。
課
題
は
、
学
校
の

規
模
に
よ
っ
て
は
回
線
に

負
荷
が
か
か
り
、
全
学
年

が
い
つ
で
も
自
由
に
使
う

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

学
校
内
へ
光
回
線

　
　
　

を
導
入
し
、
各
教

室
に
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
介
し

た
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

校
舎
内
だ
け
で
な

　
　
　

く
運
動
場
な
ど
の

屋
外
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使

え
る
こ
と
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ

環
境
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

自
宅
で
も
使
用
で
き
る
こ

と
な
ど
が
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ※

の
利
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

学
校
内
で
全
児
童
生
徒
が

一
斉
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
う

場
合
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
に

利
用
で
き
な
い
実
情
も
あ

る
。
大
規
模
校
な
ど
、
早

急
な
対
応
が
必
要
な
学
校

に
つ
い
て
は
、
各
校
舎
に

光
回
線
を
導
入
し
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
も
有
効
な
改
善
方
法

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

通
信
環
境
の
あ
り
方
を
研

究
し
な
が
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

※

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
と
は
、
地

域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
向
上

な
ど
を
目
的
に
、
一
つ
の

基
地
局
で
広
域
に
お
け
る

高
速
デ
ー
タ
通
信
を
可
能

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

松本　裕之　議員
（志政加古川）

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　
　
　

進
め
る
理
由
と
任

意
接
種
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
理
解
を
ど
の
よ
う

に
促
進
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
対

　
　
　

象
年
齢
の
引
き
下

げ
は
新
た
な
感
染
症
対
策

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
保
護
者
へ
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
５
歳
か

ら
11

歳
の
児
童
の
い
る
家

庭
に
接
種
券
を
送
付
す
る

際
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効

果
や
副
反
応
に
関
す
る
説

明
や
、
接
種
は
任
意
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す

る
文
書
を
同
封
し
、
保
護

者
に
正
し
い
情
報
を
確
実

に
届
け
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
学
校
園
に
お
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

同
調
圧
力
が
幼
児
・
児
童

の
間
で
働
か
ぬ
よ
う
、
ま

た
、
教
員
が
幼
児
・
児
童

の
接
種
状
況
を
確
認
し
た

り
、
副
反
応
に
よ
る
欠
席

理
由
を
不
必
要
に
漏
ら
し

た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
個
人
情
報
の
管
理
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
幼

児
・
児
童
が
安
心
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
く
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
地
域

　
　
　

経
済
支
援
策
と
し

て
実
施
し
た
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
は
、
特
定
の

地
域
内
で
使
用
で
き
る
地

域
通
貨
に
該
当
す
る
と
考

え
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
所
持
し
て
い
な
い
高

齢
者
を
中
心
と
し
た
市
民

に
は
利
用
が
困
難
だ
っ
た
。

よ
り
多
く
の
市
民
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
電
子
地
域
通
貨
を
導

入
す
る
こ
と
へ
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　

電
子
地
域
通
貨
の

　
　
　

導
入
は
、
地
域
の

経
済
循
環
の
構
築
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
支
援
施
策

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム※

に
な
り
得
る
。
ま
た
、
カ

ー
ド
タ
イ
プ
も
発
行
す
る

こ
と
で
高
齢
者
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
市
民
の
利
用
に
も
つ
な

が
り
、
よ
り
多
く
の
市
民

が
利
用
可
能
と
な
る
仕
組

み
で
あ
る
と
考
え
る
。
一

方
、
現
在
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
市
場
は
多
く
の

民
間
事
業
者
が
シ
ェ
ア
の

拡
大
を
目
指
し
、
激
し
い

競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

す
で
に
電
子
地
域
通
貨
を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
か

ら
は
、
加
盟
店
や
利
用
者

の
確
保
な
ど
普
及
と
定
着

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
ま
ず
は
先
行
事

例
を
調
査
し
、
課
題
を
整

理
し
た
上
で
、
導
入
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

※

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
土
台
や

基
盤
と
な
る
環
境
の
こ
と
。

井上　恭子　議員
（かこがわ市民クラブ）

稲次　　誠　議員
（かこがわ市民クラブ）

渡辺　征爾　議員
（かこがわ市民クラブ）

落合　　誠　議員
（無会派）

▲ＧＩＧＡスクール用
　パソコン　　　　　



議
会
選
出
委
員

13
議会だよりかこがわ 220 号

（令和 4 年 5 月 1 日発行）

　

加
古
川
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
に
つ
い
て
、

１
名
欠
員
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
白
石
信
一
議
員

を
新
た
に
選
出
し
ま
し
た
。

議会だよりかこがわ 220 号
（令和 4 年 5 月 1 日発行）

12

２
０
２
１
年
６
月
気
候

非
常
事
態
宣
言
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

係
る
取
組
に
つ
い
て

 

●
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ツ
ー
デ

ー
マ
ー
チ
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
﹇
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
お
け
る
会
場

の
仮
設
ト
イ
レ
﹈
●
伝
統
文

化
で
あ
る
地
域
の
祭
り
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

﹇
学
校
教
育
に
お
け
る
地
域

文
化
の
継
承
／
祭
り
に
関
す

る
情
報
発
信
﹈

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

　
　
　

農
業
・
農
村
は
自

　
　
　

然
環
境
の
保
全
や

景
観
形
成
な
ど
多
面
的
機

能
を
持
っ
て
い
る
が
、
従

事
者
の
高
齢
化
や
農
業
人

口
の
減
少
に
よ
り
集
落
機

能
が
低
下
し
、
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
。
地
域
の
共
同
活

動
を
支
援
す
る
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
制
度
に
お

い
て
、
活
動
組
織
の
広
域

化
や
活
動
体
制
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
支
援
す
る
の
か
。

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
広

　
　
　

域
化
を
行
っ
て
い

る
組
織
は
な
い
が
、
高
齢

化
や
農
業
者
の
減
少
に
よ

り
単
独
組
織
で
は
活
動
が

難
し
く
な
っ
た
集
落
を
取

り
込
み
広
域
化
す
る
こ
と

は
、
活
動
を
強
化
・
継
続

さ
せ
る
た
め
に
も
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
今
後
、
広

域
化
や
体
制
強
化
を
行
お

う
と
す
る
活
動
組
織
に
対

し
、
引
き
続
き
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
制
度
を

活
用
し
て
支
援
す
る
。

　
　
　

自
然
環
境
の
保
全

　
　
　

に
資
す
る
農
業
生

産
活
動
を
支
援
す
る
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
制
度
に
つ
い
て
、
支

援
対
象
の
取
り
組
み
を
拡

充
す
べ
き
と
考
え
る
。
拡

充
に
向
け
た
課
題
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　

有
機
農
業
の
ほ
か
、

　
　
　

化
学
肥
料
な
ど
を

低
減
す
る
取
り
組
み
と
組

み
合
わ
せ
た
各
種
支
援
対

象
活
動
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
農
業
者
団
体
に
幅
広

く
周
知
啓
発
を
行
う
と
と

も
に
、
支
援
対
象
活
動
の

実
施
が
可
能
な
団
体
に
は

積
極
的
に
制
度
の
活
用
を

推
奨
し
て
い
く
。
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組

み
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
、
環
境
負
荷
の
軽
減

を
図
る
上
で
非
常
に
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、

制
度
へ
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

立花　俊治　議員
（無会派）

　
　
　

相
談
体
制
の
充
実

　
　
　

と
整
備
、
周
知
啓

発
へ
の
所
見
は
ど
う
か
。

　
　
　

現
在
は
人
権
問
題

　
　
　

全
般
を
対
象
と
す

る
人
権
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

従
前
よ
り
相
談
件
数
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
相
談

対
応
へ
の
要
望
の
高
ま
り

を
感
じ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
相
談
項
目
の
欄

に
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
人
権
問
題
」
の
項
目
を

追
加
し
て
い
る
。
人
権
相

談
に
関
す
る
啓
発
物
に
も

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
相
談
窓
口
を
明
記
す

る
な
ど
、
周
知
啓
発
を
強

化
し
た
い
。
今
後
も
、
当

事
者
や
家
族
な
ど
に
寄
り

添
っ
た
適
切
で
分
か
り
や

す
い
相
談
体
制
の
充
実
・

整
備
に
努
め
た
い
。

　
　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

　
　
　

プ
制
度
に
つ
い
て
、

導
入
お
よ
び
制
度
導
入
自

治
体
と
の
連
携
協
定
へ
の

見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

　
　
　

プ
制
度
は
県
下
９

市
町
、
全
国
で
150

以
上
の

地
方
公
共
団
体
で
施
行
さ

れ
て
い
る
。
導
入
に
つ
い

て
は
、
法
的
効
力
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に

議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
専
門
家
や
当
事

者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
し
て
い
る
地

方
公
共
団
体
同
士
で
連
携

協
定
を
締
結
し
、
行
政
手

続
き
を
簡
素
化
す
る
こ
と

は
、
当
事
者
の
精
神
的
な

負
担
感
を
減
少
さ
せ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
居

住
す
る
場
所
に
関
係
な
く
、

同
様
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

地
域
の
祭
り
は
人

　
　
　

と
人
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
地
域
の
活
力

向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え

る
。
少
子
高
齢
化
や
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
な
ど
、
地
域
の
活
力
低

下
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
所
見
は
ど
う
か
。

ま
た
、
活
性
化
に
向
け
、

地
域
や
関
係
団
体
と
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　

人
口
減
少
・
超
高

　
　
　

齢
社
会
の
進
行
に

拍
車
が
か
か
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
さ
ら

に
希
薄
化
し
、
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
す
る
こ
と
で
、

防
災
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
地
域
社
会
や
仕
組
み
を

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
多
く
の
地
域

住
民
が
関
わ
る
地
域
の
祭

り
や
伝
統
行
事
は
、
歴
史

や
伝
統
文
化
の
継
承
の
み

な
ら
ず
、
住
民
同
士
の
絆

や
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

重
要
な
機
会
と
な
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
今
後
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
地

域
行
事
の
開
催
を
判
断
し

て
い
く
状
況
が
続
く
と
予

想
す
る
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
社
会
を
見
据
え
、
地
域

活
動
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
う
町
内
会
連
合
会

と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
密
に
し
て
い
く
。

●
自
動
車
通
勤
を
し
て
い

る
職
員
へ
新
た
に
駐
車
料

金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
　
　

家
計
急
変
世
帯
数

　
　
　

の
予
測
値
お
よ
び

家
計
急
変
世
帯
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
世
帯
へ
の
周

知
方
法
、
市
独
自
の
支
援

対
策
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　

申
請
状
況
か
ら
、

　
　
　

予
測
値
は
、
予
算

措
置
し
て
い
た
３
千
世
帯

を
大
き
く
下
回
る
と
考
え

て
い
る
。
家
計
急
変
世
帯

に
な
る
可
能
性
の
あ
る
世

帯
へ
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
に
加
え
、

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
チ

ラ
シ
を
置
き
、
周
知
に
努

め
て
い
る
。
現
在
進
め
て

い
る
臨
時
特
別
給
付
金
を

で
き
る
だ
け
正
確
か
つ
早

急
に
支
給
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
、
新
た
な
支
援
策

は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
　

気
候
変
動
へ
の
対

　
　
　

応
、
省
エ
ネ
な
ど

に
係
る
取
り
組
み
の
到
達

点
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
で
き
る
公
共
施
設
の
数

と
発
電
容
量
の
推
計
、
池

を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電

施
設
設
置
に
対
す
る
市
の

ス
タ
ン
ス
は
ど
う
か
。

　
　
　

気
候
変
動
対
策
に

　
　
　

係
る
到
達
点
と
し

て
、
２
０
５
０
年
に
二
酸

化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
い
る
。
太
陽
光

発
電
設
備
は
現
在
27

の
公

共
施
設
に
設
置
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
に
設
置
で

き
る
施
設
の
把
握
を
し
て

い
な
い
た
め
、
施
設
数
や

発
電
容
量
の
推
計
は
困
難

で
あ
る
。
ま
た
、
た
め
池

を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

第
３
次
加
古
川
市
環
境
基

本
計
画
に
お
い
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
推

進
を
掲
げ
て
お
り
、
現
在

検
討
し
て
い
る
。

桃井　祥子　議員
（公明党議員団）

織田　正樹　議員
（志政加古川）

谷　　真康　議員
（かこがわ市民クラブ）

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
寄
り
添
う

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

祭
り
を
通
じ
た
地
域
の

 
 

活
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化
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時
特
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日
本
型
直
接
支
払
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度
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の

 
 
 
 
 

取
組
に
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常
任
委
員
会
は
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

　

常
任
委
員
会
は
原
則
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
お

り
、
所
管
事
務
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
教
育
常
任
委
員
会

１
月
19
日
㈬

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
活
用
し
た
戸
別
受
信
機
の

　

配
付
に
つ
い
て

・
加
古
川
市
立
幼
稚
園
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
両
荘
地
区
義
務
教
育
学
校
の
校
名
の
決
定
に
つ
い

　

て 

な
ど

■
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

１
月
20
日
㈭

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

　

金
に
つ
い
て

・
か
こ
が
わ
ウ
ェ
ル
ピ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
へ
の
移
行
に
つ
い
て 

な
ど

１
月
20
日
㈭
、
２
月
14
日
㈪

・
加
古
川
市
尾
上
処
理
工
場
整
備
運
営
事
業
に
お
け

　

る
優
先
交
渉
権
者
の
決
定
に
つ
い
て

■
建
設
経
済
常
任
委
員
会

１
月
21
日
㈮

・
見
土
呂
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
再
整
備
・
管
理
運
営
事

　

業
に
係
る
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て

・
加
古
川
リ
バ
ー
ラ
イ
ト
実
施
報
告
に
つ
い
て

定
例
会
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

議会用語について解説します。

議案

　議会の議決の対象となる案件のこと。市長また

は議員、委員会が提出するもので、条例、予算、

決算、人事案件などがあります。

審議

　本会議において、議案などについて説明を聞き、

質疑、討論、採決を経て議会の意思を決定する一

連の過程のことです。

審査

　委員会において、議案などについて説明を聞き、

質疑、討論、採決を経て委員会としての結論を出

す一連の過程のことです。

委員長報告

　委員会での審査または調査を終えた議案、事件

などを本会議の議題とするときに、委員長が審査

または調査の経過および結果について報告するこ

とです。

市議会

豆 知 識

市議会

豆 知 識


